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Abstra(:t

When main cables are to belaid at a power station,the丘rstitem comlngln

economicalconsideration should be how toincrease the effective current capacity

ofthecable.Theuse of segmentalconductorisjust one methodthataccordswith

this purpose,it being positively effectivein the decrease of skin effect･The

decrease of current unbalanc占ratio through a proper Cable arrangement provides

another method,nOlessimportant than the former.

In the plannlng aS We11asin actualinstallation ofmain cables for theNo･2

generatingunit at Chikuj6PowerStation,KyushuElectricPowerCo･,fullconsider-

ation wasgivenin this direction.To mentionbrie且y,nine15kV850mmxIc(Seg-

mentalconductor)paperinsulated cables arelaidinparallelto serve thegenerator

rated at13kV,64,700kVA,and thesecableswereinstalledin the triangular three-

group arrangement with centralgroup double-tranSpOSed at120degrees･By this

typeofarrangement,thecurrentunbalancehasdecreased to5･3per cent,and the

effective resistance was decreased by about20percent.Asaresult,thetemperature

riseofthe cableconductorunder ratedload was decreased to15.3degrees centigrade

at maximum.

においても多条布設の傾向はますます鎮著となり,850

〔Ⅰ〕緒

発電所用主幹ケーブルは,主発

t言

機と主変圧 とを按

流するために使用されるケーブルである｡この主幹ケー

ブルについては一般に電流容量の大きい単心ケーブルが

使用され,特に発電機容量の大きい場合にはケ←ブルを

数条並列に接続するのが通例である｡近来発電機の単位

出力は増大の趨勢にあり,これに伴って主幹ケ←ブル
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mm2あるいは1,000mm2 度の導体サイズのケーブル

が各柏2条あるいは3条並列に用いられる場合が非常に

多くなってきた｡

また経済的見地からみれば,適切な布設計画のもとに

景も合理的なケーブルを使用することによってこれらに

要する費用の餐滅を計る必要がある｡すなわち,同一寸

法のケ←ブルを用いる場合でも布設方法の改善によって

実効電流容量をできるだけ大きくとることが必要であ

る｡この目的のためには分割導体の採用(1),ケーブルの

強制通風による冷却(2),あるいは支持クリ←ト間隔の短
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縮によって鉛被の伸縮疲労に対する安全性を増加するな

どの方法(3)が堤案され,一部にはこれらの方法が実際に

行われている｡また,従 種々検討はされてきたが今日

迄あまり切実な問題としてはとりあげられなかった多条

布設時の各条の電流の不平衡を餐滅する方策も,有効電

力増大の一環として大きくとりあげなれなければならな

い問題である｡9条布設の場合にその電流不平衡 が10

%以上になった例(4)もあることに鑑み,これについて

老(橋本)が先に行った研究(5)によれば9条布設の場合に

おいても適当な配列方法を 用することによってこの値

を2%程度に止めることのできることが確められている｡

昭和28年4月,九州電力築上発電所2号践の主幹ケ←

ブルを計画布設するにあたってほ,ケーブルの合理的使

用をたてまえとし上記の諸点について理論的検討を試

み,これによって施工したその結果を現地試験によって

確めることができた｡この報告でこれらの検討結果およ

び二,三の実測結果について述べることにする｡

〔ⅠⅠ〕主幹ケーブルの設計

(り 築上発電所2号機の計画

九州電力築上発電所2号機は既設の1号機(出力

35,000kW,電圧13,200V,力率80%)と共に北九州地

帯における基底負荷に電力を供給するために計画された

もので発電機は次の仕様のものである｡

出 力‖….

電 圧.‥

.55,000kW

….13,200V

力 率…… 85%

回 転 数….‖………….‖.3,600rpⅡl

(水素冷却方式)

主変圧器は屋外に設置され,こゝで110kVに昇圧し

て送電する｡主発電機と屋外主変圧器との問の連絡にほ,

後に詳述するように全長約36mのダクト内に布設され

たケーブルを使用する｡

(2)ケーブルの構造

ケーブルの導体サイズ決定にあたっては,発電機容量

64,700kVAとして送電電流ほ2,841Aとなるので,後

に述べる考察の結果にもとずいて各柏850mm2のケーブ

ルを3条並列に用いることにした｡主幹ケーブルの仕様

ほ第l表の通りで,第1図にこのケーブルの構造を示し

た｡導体は実効抵抗を少くするために4分割導体とし,

またケーブルの温度変化によるコンパウンドの膨張量を

少くして,温度上昇時のケ←ブル紛被に加わる圧力を小

さくするために,導体を圧縮して導体素線間隙のコンパ

ウンド量の減少を計った構造のケーブルである｡

(3)実効抵抗

分割 体ケ←ブルが表皮効果低減に対して有効である

第1図15kVIcx850mm2分割導体耗ケーブル

Fig.1.15kVIcx850mm2 SegmentalCon-

ductor PaperInsulated Power Cable

第1表15kVIcx850mm2分割導体紙

ケrブルの構造

Tablel.Structure of15kVIcx850mm2

SegmentalConductor PaperIn-

sulated Power Cable

導 体

導 体 外 径 (mm)

絶 縁 革 (mm)

絶 縁 体 外 径 (mm)

鉛 複 写 (mm)

鉛･:披 外 径 (mn)

ジ ュ ー ト 匡 (nm)

ケーブル外径(概算)(m王n)

850工nm2(63/2.1×4分割)

‥∴:

4.6

47.8

2.5

52.8

2.5

63.0

ことは最近一般に認められているところであるが(l),日

立研究所においては微少交流抵抗の 密測定法を確立し

てこのケーブルと非分割の同サイズのケ←ブルとについ

てその実効抵抗を測定し,導体分割効果の検討を行った｡

第2図はこの測定回路を示したもので,以下にその測

定法忙ついて若干説明することにする｡先ず切替スイッ

チ⑳をgソ'に入れておいて◎を弧側,城側交互に

接続し,電圧平衡を求めることにより,ケトブル電流と

測定器電流の位相を一致させる｡次に⑥を叫側にして

⑳を切換えることにより,ケ←ブルの電圧降下と,標準

抵抗の電圧降下を比較してケーブルの抵抗値を求める｡

α-わ,仁一dは同一寸法,同一直流抵抗のケーブルで両

者の電圧降下の測定値の平均をもって,実際の電圧降下

とし,リ←ド繰による誤差を除く｡いま

標準抵抗=足+ノ〟エ

ケ←ブルの抵抗=尺′+ブ山エ′

ケーブルの電流=′

測定器の電流=富
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第2図

Fig.2.
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誘導電庄調整器

変圧器

絶縁変圧器(一次,二次巻線間静電容量60P.F.)
移相器

スライダツク

標準抵抗

無誘導分圧抵抗器

可変相互誘導器

可変相互誘導器t±25Ⅰ血Hプレックス型)

増幅器(ブラウン管オツシロに附施するものも含めて90db)
ブラウン管オツシログラフ

振動型検流計

分割導体ケーブル実効抵抗測定回路

Measurement Circuit Diagram of

Effective Resistance of Segmental

Conductor Cable

第 2 表 850mm2 ケ ー ブ ル(同心撚導体)実効抵抗実測値

Table2. Measurement Data of EfEective Resistance of850mm2Cable

(Concentric Stranded Conductor)

有効長9m

鉛 被 有

有効島9m

鉛 被 燕

詭
計算値は鉛彼の無い場合｡

第 3 表 850mm2 分割導体 ケ ← プ ル実効耗抗実測値

(各区線間絶縁有り)

TabJe3. Measurement Data of Effective Resjstance of850mm2

SegmentalConducter Cable(InsulatedbetweenCores)

試 料

有効長9m

錨･:披 有

有効長9In

鉛 被 無

周波数 ケ←ブル間隔卜 湿 度1直流砥抗(Rd｡)ノ実効抵抗(Ra｡)
(～)

60

50

60

(cm) ×10-4J2 ×10~4β
実測 値

50

ヰ
計算値は鉛被の無い場合｡

計算値

(1.0565)祐

〔1.0396)壌

11.0 1,740

11.O 1 1,740

11.0 1,740

1.0394
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第 4 表 850mm2 分 割 導 体 ケ ← ブ ル 実 効 抵 抗 実 測 値

(各区線間絶縁無し)

Table4. Measurement Data of Effective Resistance of 850mm2

SegmentalConductor Cable(NoIns111ated between Cores)

並
計算値は鉛彼の無い場合｡

こすると次式から尺′が求められる｡

′(尺+わエーブ山凡才)=才γ

∫(斤′+言山エ′一わ〟′)=身'

/＼･･/＼､′ノ
′

すなわち,この測違法によれば(1)式からあきらかな

ように薙質的に高い測定精度が得られ,かつ,電源の微

少の変動,あるいは,微少の高周波の存在にかゝわらず

安是な測定が可能である｡

測定結果を示すと第2表～第4表の通りである,分割

Lたケ←ブルでは20.%近くの実効抵抗の減少を云Lて

いる√_.

丁-｢ノLタクトニ∵豆J■ナし丁

〔ⅠⅠⅠ二1経済的布設法の吟味

(1)布設要領

ケーブルは発電所主建家内発電機から,屋外変圧器に

至る問に設けられたダクト内部に布設される｡ダクトは

ほとんど水平であって,第3図のケ←ブル布設要領の平

面図にみられる通りである｡ケ←ブルの支才寺方法として

は,木製クリトトの間にケーブルを鋏み,その両端をボ

ルトで締めつける.｡クリ←一間隔は鉛被の伸縮疲労に対

する安全度を考えれば,できるだけ無礼､方が良いわけで

あるが,諸種の点を考慮して通常行われているものより

はやや短い輝度の500mm とした=

ノーーノ 折面
′二鳥J

第3図 ケ ー ブ ル

Fig.3. Laying Diagram

j7 ぎ.十富

市 設 図

of Cables



電 所 主 幹 ケ ー

第 5 表 布 設 ケ ー ブ ル の 実 長

Table5.Measurement Lengths ofLaid

Cables

･1-央群ケ←ブルは途中において2回 架するので(第

3図参照)その部分だ【ナクリートを1箇所省いて1m区

間とした｡第4図は 架真のケーブル支拍状態を示した

ものである｡各ケーブルの布設 長は第5表に示す通り

で,これら各条のケーブル条長の間にかなりの差がある

のは,両端末ケーブルヘッドニ､■†二上F)

によって生じたものであるご､

の配置関係の都合

ダクトの変圧器倒端末は屋外にある日 係上密閉されて

いるが,この近くに設けられたマンホールおよぴダクト

の発電機側端和･･ま開放されているので,ダクト内の通風

ほかなり良好であると考えてよい｡

(2)配列方式と電ミ充不平衛率

土幹ケ←ブルのように導体抵抗の小さいケ←ブルが数

条並列に布設された場合には,ケーブル相互間係位置の

非対称のために生ずる相互誘導リアクタンスの不平衡が

直ちに各ケーブルの電流配分に影響することになる｡

6条および12発布設の場合忙ほ完全対称配列が可育巨

であるが,･今中~lのように9発布設でほこれが'~†､可重臣であ

る｡Lナニがって が200mm2,25mのモデルケナ

ブルを使用して,9条布設の場合の種々の配列方法をと

った場合におけるそれらの 流配分を測定Lた結果によ

ると,第5図の配列方法が最も1く平衡率が少く最大

不平衡率は5.2%であった∴ ニの測定結果ほ第7表に元

Lたように同時に行った近似計算の結児とほほ一致して

おり,実際に任意条数の並列布設を行った場合のケ←ブ

ルの電流配分を予め計算によって 測の可髄であること

が確められた｡今｢可の布設ケーブルは全 約43mで,

そのうち端末ケ←ブルヘッドの部分でほ,同相のケ←ブ

ルヘリドを短絡する必要上,ダクト内と同様の配列を行

うことができないことと両端末のケ←ブルニ､ン~｣リ)部の長

さが各3mであるので,この部分の醗列方法によってケ

ーブルインピ←ダンスにかなり影響をおよほすことにな

る.二.したがって両端末における配列方法の無理を,ケト

ブル長を調整することによって補償し,ケーブル全長の

インピーダンスを同じ値に揃えた.1

実際のケーブル布設に当ってほ,ケーブル.全 の大部

ブ ル の 経 済 的 計 画 1165

第4図

Fig.4.

ダクト内払架点のケ←ブル

TranSpOSed Cablesin Duct
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第5図

Fig.5.
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ダ ク ト 内 配 列 方 法

Cable Arrangementin Duct
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節6図 ケ r ブ ル 〈

ツ ド 配 列

(A)変圧器側(B)発電機側

Fig.6.Arrangement of Cable Heads

(A)Transformer Side

(B)Generater Side

分を占めるダク=項こぶいて,第5図の方法を採用し,

第3図に示すように〟およびわの2由こおいて巾央群

ヶ←ブルをそれぞれ120∵撚架Lた.｡したがって,途中

の各区間の縦列ほ同園ムーAおよびβ一βに示すよう

になる｡なお両端末ケ←ブルヘッド立上り部の配列ほそ

れぞれ第`図に示す通りである｡

このケーブルについての電流配分近似計算結果でほ

(第7表参照)最大7.4%鮮度の電流不平衡がありうるこ

とが予想されたのであるが,実測結果の最大不平衡率は

この値よりやゝ低く5.3%であった｡

(3)ケーブルの安全電流および許容最大不平衡率

ヶ←ブルの安全電流は許容導体温度750CとLて(2)

式から求めることができる｡
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′l/

たゞし

∃.･7属,′Z7一己･)

′=安全電流(A)

乃=ケーブル心級数

尺′=導体実効抵抗(
れ=許容導体温度(OC)

㌔=外気温度 (OC)

見抜=トブル全熱抵抗(

紺2=絶縁休の誘電体損(

OC

Watt･Cm

(2)式中外気温度れは,ダクト内室気温度であるが

ケ←ブルから放散する熱のためにダクト内大気温度は当

然上昇する｡一方大地温度ほ,地面からの深さおよび四

季によっても異るけれども90C～230Cの範囲にあるこ

とが確められている｡それ散ダクト内ケーブルに発生す

る熱量が,ダクト壁および土壌を通じて放散されるもの

として,ダクト内基気の温度を求めることができる｡一

般に発表されている土壌およびコンクリートの熱抵抗か

らダクト内容気温度を求めると,土壌温度が230Cの場

合,基気温度は380Cとなるので,れとしてほ400Cを

採用した｡

水ケーブルについての計算においては〃=1,忍′=

2,597×10-7
β-,尿路=84.17

--0-仁一--および抑2=Cm Watt･Cm

0.0024 Watt

Cm
となるので,安全電流は1,263Aとなる｡

これほ･一本のケ←ブル布設の場合であって,多条布設の

場合は多条布設による電流逓減 (0.85)を考慮すると,

ケーブルの安全電流は1,073Aとなる｡一方発電機の定

格負荷電流ほ2,841Aであり,これが並列に接続された

ケ←ブル3条に均等に流れるとすれば 947A となる｡

すなわち多条布設の場合に許容することができる電流不

平衡率([んα∬)ほ(3)式によって求められる｡

吼肌=1,0忘947×100=13･3(%)……‥(3)
結局1相当り3条並列に接続されたケ←ブルについて

13･3%の電流不平衡を許容することができることにな

る｡

〔Ⅳ〕布設ケーブルについての実測結果

(t)ケーブル電流の;則定法

既設のケーブルあるいは電線などの電流を,回路を変

更することなく(C･T･を接続することなく)簡便に測

定する方法としてほ,組立式のC.T.が用いられ,簡易

電流測定器として一般に市販されている｡しかしながら

これは被測定のケーブルあるいは電線が一本のみで近く

に干渉するような電流が存在しない場合にだけ概略の電

第36巻 第7号

第7図

Fig.7.

′1

可 嶺 C.T. 原 至里 図

Princ】pleDiagramofFlexibleC.T.

流値を求めることができるが,主幹ケーブルのように多

条数のケーブルが密接して布設され,しかも各条の被測

定電流が大きい場合には誤差が大きくて使用できない｡

これほ鉄心の磁束が近接した電流の影響をうけるためで

あると考えられる｡また今回のようにケ←ブルリアクタ

ンスの僅かの変化によって電流配分が左右されるような

場合には,鉄心を使用したC.T.を設置することにより

ケーブル自体のリアクタンスが変化するので,これを使

用することは望しくない｡このために筆者らは可擁トロ

イダルコイル(以下可控C･T･と略す)とも称すべき特

殊の測定器を製作し,これを較正して測定に使用した｡

な媒質中において無限長に電流才があるとき,そ

の電流による磁界に関しては(4)式の法則が成立するこ

とは衆知のところである｡

∫挽振0血 …………….(4)

ガざ:積分路に沿う接線方向の磁界の漉さ

いま積分路を第7図に示すように,電源と直角な面に

あるトロイダルコイルの中心線にとると,コイルのdJな

る部分に発生する電圧は

dg8=dx乃×d/× 欝×10-8(Ⅴ)……‥(5)
となる｡故にコイル→周に発生する電圧は,

♂8=秒=Ax乃×∫
`JJ人

d′ ×dJxlO~S(Ⅴ)(6)

ただし,A:コイルの断面積(mmり

,ヱ:

d∠

コイル鮒長当りの巻回数(

d′ニ孟(0･如才)………………(7)
であるから(6)式は(8)式とLて表わされる｡

♂3=Ax乃×0･4汀×意×10-8(Ⅴ)……‥(8)
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第 6 表 ケ ー ブ ル 電 流 測 定 結 果

Table6.MeasurementDataofCableCurrent
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第8図

Fig.8.
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ケーブル電流lゾノ

可 操 C.T.の 特 性(48.5′､)

Characteristic of Flexible C.T.

(48.5′､)

第9図

Fig.9.

可 C.T.二匝 よ び 電 圧 計

Flexible C.T.and Voltmeter

(8)式から判るようにコイルー周に発生する電圧は,

コイルの断面積,単位長当りのコイル巻回数および電流

の時間的変化のみに関係し,コイルの形状 さなどに無

関係である｡また外部電流の影響について考えてみると,

コイル面と1丘角でない電流による磁束とコイルのFトト線

とは鎖交するので,これが誤差の原因となることがある｡

これを消却するた捌こコイルの一端Bを第7図に戻すよ

うに,コイルの中心線を帰路として4端と同一一-･方向から

とり出L,コイルの練がつくる閉回路の面積をできるだ

け小さくした.｡コイルの発生電圧測定器としては,コイ

ルにおける内部インピーダンス降下をできるだけ小さく

するためにA塑損益管電圧計を使用した｡以上が電流測

定用可揆C.T.の原理であって,実際に 作された本測

定器の特性を示すと第8図のようである｡第?図はケ←

ブル電流測定状況を示す｡なお,実験の結果によれば,

本測定器の誘起電圧におよぼす近傍の大電流の影響はほ

とんど無視しうる樫小さいことが確められた｡

【2.90

-2.40

+5.30

59.8

-0.20

--0.80

十1.00

+1.83

+1.83

-3.65

59.8

59.5

(2)ケーブル電流測定結果

ケ←ブル電流の測定には同一特性の9箇の可按≡C.T.

を任用L,〃,〝,∽の各相ケ←ブル電流をそれぞれ,ほ

とんど同時刻に測定Lた｡第`表はこの測定結果である

が,これによると電流不平衡率は最大5.3%であり,本

ケ←ブルの安全電流から求められた許容最大不平衡

13.3%よりほかなり小さい値となっている｡

本測定の結果を前掛こおいて報告(3)したモデルケ←ブ

ルによる実測結果,および近似計算漢によって求めた電

流配分計算結果と比較して戻すと第7表(次頁参照)とな

る｡計算値と実測値とでは,〝相を除いて電流の大きさ

の順序は一致しており,その値も大体一致している｡〃相

において,計算値と実測値との間に差があるのは,不平

衡率が非常に小さく,また両端ケーブルヘッド立上り下

部のケ←ブルリアクタンスを計算において省略したため

であると考えられる｡

(3) ケーブルの温度上昇

ケーブル表面温度の測定には,銅椚コンスタンタン熱

電対および温度計を使用し,発電機側立上り部,ダクト

内中央部,および変圧器倒立上りダクト内の3箇所にお

いて同時測定した｡測定時における2号発電機の出力は

次のごとくで,a.m.9.00～p.m.3.00の問ほぼ一定であ

った｡

2号発電機出力………………‥55,000kW

2号発電桟電圧…………………･12.8kV

周波数.

〟相全電流‥.

び相全電流.

紺柏全電流.

59.8′rJ

O.9

‥ 2,610A

‥,2,630A

.2,■630A

測定はp.m.10.00～a.m.3.00にわたって行われたが,

その間ケーブル表面温度はほとんど一定であった｡一例

として変圧器倒立上りダクト内における測定結果は第10
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モデルケーブル実測値

モデルケーブル計算値
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第 7 蓑 ケ ー ブ ル電流の平均電流に対す る 比

Table7.Ratio of Cable Currents to Average Cable Current

ケ ー ブ ル 電 流/ 平 均 電 流

Ul

0.971

0.959

0.974

0.950

U2

0.976

0.975

0.981

0.980

U3

1.053

1.074

1.045

1.067

V4

0.998

1.000

0.952

0.910

0.992

1.006

1.045

1.045

V6

1.010

0.992

1.005

1.050

W`7

l.018

1.050

1.052

1.030

1.018

0.989

0.965

0.985

0.963

0.967

0.982

0.985

たゞし,モデルケーブルの計算値および実測値に関して既報(3)のデーターは実隈の布設の場合と相回転を逆に~超えていたので,.ヒ記データーは前報

の次のケーブル番号に相当する｡

Al-うW9

A2-うW8

A$-うW7

Bl---}V6

B2一】うV6

R3---}V4

Cl---}U3

C2-うIJ2

C3-うUl

ノ?戊7 〟上野

測 定 時 刻(時)

■√､-

第 8 表 ケ←ブル電流とケーブル表面温度との

関係

Table8.Relation of Cable Currents and

Cable Surface Temperature

第10図

Fig.10.

変圧器牒帰相ケ←ブル表面温度

Surface Temperature of v-Phase

Cables(Transformer Side)

第11図

Fig.11.

発電機側 各 測巨定 点位 置

Temperature Measuring Points

at Generator Side

聖ノ物ノ

り/物プ

測 言 張 利 用封

第12図

Fig.12.

横 側 壁 温 度

WallSurface Temperature

Generator Side

in

Lゞし温度･:よ測定中r)′1こ均温度である｡

(U25

524

00

23

5

3

2

2

923

図の通りであるこ､第8表は発電機側におけるケ←ブル電

流とケ←ブル 面温度の関係であるが,それらの附こほ

画一的な関係ほ見られない｡すなわち,ケ←ブルの温度

ほ電流よりむしろそのケ←ブルの熱放散状態に左右され

ることを意味している｡第11 および第12図は発電機側

ケ←ブルヘリド周囲の壁温度および大気温度の測定点お

よびその変化を示すものであるが,No.1およびNo.4

測定たがもつとも高く,No.3,No.2の順となってい

るり大気温度はこれらの偵の中間を云している｡すなわ

ち,No.1およびNo.4測定点の壁ほケーブルの影響

をうけているものと考えられる.1

第9表ほケーブル表面温度,計算より求めた導体温度

およびケーブル表面放散熱比抵抗を示すものである｡γ

相ケ←ブルの各測定〔'再こおける温度を比較すると,変圧

器倒立上りダク=ノ1における温度がもつとも高いノ｣また

ダクト内各∴りこの大気温度は第73図に示した通りである｡

すなわち,茶気ほ図の矢印の方向に流通Lているが,A

部には冬気の流通がないため特に温度上昇が大きかった

ものと考えられる.アメリカにおいては_-j‥.幹ケーブルの
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第 9 表

Table9.

ケ ー ブ ル の温度お よ び表面放散熱比抵抗

Temperatures andSurface ThermalResistivities of

Cables

1169

ケーブル番号

Ul

表 面 温 度(ロC);
導 体 温 度(ウC) 放散酎ヒ舐抗(8Cノwatt/cm望)

.
■ F ら

発電機例;ダクト内!変圧器側!発電機例!ダクト内:変圧器側･発電機側
ダクト内=針圧器例

23.1t~~~
l 28.7l

555

大気温度:発電機槻17.70C

変圧呈倒

ダク1､内16.00C 変圧器例1臥0¢C

人二束温度 A:22.3OC,B:180C,C=160C,T):17L7亡C

矢印は空気の流通方向を示す｡

第13図 ケ ← ブ ル 布 設 略 図

Fig.13.Laying Sketch of the Cable

電流容量を増すために戚制通風冷却を行っている例もあ

るが,ダクトの峯気取入口を適当に設計すればある程度

この目白引こ近捺することができるものと考えてよいと思

う｡

またこの穐ケーブルの事故の大半は鉛被の伸縮疲労に

ょるものであることが多くの資料から知られているが,

今回の布設ケーブルにあっては,上記測定結児から 出

される導体の温度上昇ほ最大15.3つCであり,また支持

クリトト間隔も500mmで通常の半分であり,さらにこ

のケ←ブルは特殊合金鈴被を用いているので,この

事故に対してはかなり安全な状態にあるものと推察され

る｡.

〔Ⅴ〕緯 '富

発電所主幹ケーブルの計画および布設に当ってi･よ,経

済的見地からケ←ブルの

滅を計ることが肝要である｡この対

と事故の軽

とLて分割導体の

採用による実効抵抗の減少,適正なケーブル配列による

電流不平衡の減少,およびその他の2,3の方法が考え

られた｡

築上発電所2号機主幹ケーブルの布設においてほ,ま

ず多条布設による電流配分の不平衡を減少させることに

重点せおき,ケーブル配置と電流不平衡率について種々

理論的検討を行った後,最大約7%の不平衡率が予想さ

れる最良の配列を選んで施工した｡本ケーブルの実員荷

使用中の測定結果によれば,電流不平衡率は最大5･3.%

以下,ケトブル導体混度上昇は15.30C以下であること

が確められ,予想よりもかなり低い温度上昇に止めるこ

とができた｡これは 際の負荷電流が当初の 値両卜計

やや低かったことにもよるが,分割導体の探聞および適

正な配列方法の効児が大きくあらわれたことによるもの

である｡

なお,運転lいのケ←ブルの実員荷電流の測定には特殊

の測定器‡を任用したが,この方法は非常に実用的であり,

この柘現場測･迂にほ非常に有力な手段であることがわか

った.二.

東研究に当り,終始 心をもたれて御激励 いた築上

御礼を申上げると共に,日立製作

所ケーブル研究会の各個こ感謝の意を する｡また現地

布設ならびに測雇中熱闘こ協力された築上発電所の関係

各仰こ厚く御礼申上げる｡
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